
した。海事科学部ならではの貴重な機会だと思

います。

―3、4年生になると、また違った面で海事科学

部の良さが分かると思いますが、いかがです

か？

浅井　クラス担任制があるのは高校と同じです

が、2年次には「基礎ゼミ」というゼミ形式の授

業があり、3年次には研究室に仮配属されて「総

合ゼミ」が始まるので、先生との距離が近くなり

ますし、仲間と支え合える環境が生まれます。

長谷川　深江キャンパスと六甲台キャンパスを

行き来 することで 、

色々な人間関係が生

まれて面白いですよ。

深江は小規模なので

みんなのつながりが

強く、学部内で濃い人

間関係が生まれます。

一方、サークル活動で六甲台に行くと、学部の

枠を超えて交流範囲が広がります。

―通常の勉強以外で力を入れてきたこと、これ

からやってみたいことは？

奥中　僕はクルーザーヨットを操るオフショア

セーリング部に入っています。この部のいいとこ

ろは、ほぼ全員が初心者からスタートするとい

うことです。レースに出場することもありますが、

活動のメインはクルージングで、各地の港を訪

れ観光や食事を楽しんでいます。

浅井　僕はやっぱり部活ですね。3年生までは

海事科学部の硬式野球部に入っていたのです

が、4年生になる前に部員不足から廃部になっ

てしまいました。どうしても4年生の秋まで続け

たいと思っていたので、六甲台の硬式野球部に

入部させてもらいました。環境は変わりました

が、そこでも練習に試合にと、充実した活動が

できました。最後のリーグ戦でホームランを

打ったことが印象に残っています。

―勉強と部活の両立で苦労したのではないで

すか？

浅井　どちらの野球部も基本は授業が優先と

いうスタイルでした。試験の時も部活を言い訳

にしたくなかったので、早めに、かつ計画的に準

備をしました。先輩からアドバイスや役立つ情

報をもらえることも部活の強みですね。

木村　僕はこれからの学生生活で留学を経験

したいと思っています。

奥中　僕は以前、大学のプログラムでオースト

リアに一カ月留学したのですが、チャンスがあ

ればもう一度留学したいです。

舩木　私は世界中に

友だちをつくりたいと

思っているので、留学

もいいですが、色々な

国を旅してみたいで

すね。

―海事科学部では海

外派遣研修を実施していますから、ぜひチャレ

ンジしてください。

―4年生の二人に卒業後の進路についてお聞

きします。

長谷川　私は外資系メーカーの営業職に就職

が決まっています。1年生のときからその会社に

就職したいと考えていて、そのためには何をす

ればよいかという視点でロジスティクスコース

を選んだ側面もあります。就職活動では海事科

学部での幅広い学びを評価してもらえたと思っ

ています。外資系は成果主義なので、ハードで

はありますが自分の力を試すことができます

し、早くキャリアを積んでいくこともできると思う

ので頑張ります。

浅井　僕は大学院に進学し、蔵岡先生のもとで

機能性材料の研究をします。学部での4年間は

どんな分野に進んでも通用する知識や柔軟な

考え方を養い、将来の選択肢を増やしてきまし

た。今度は大学院でひとつの分野を深掘りして

いきたいと考えています。将来的には機械メー

カーや化学系のメーカーに就職できればと思っ

ています。

―他のみんなは、卒業後についてどう考えてい

ますか？

奥中　エンジンメーカーでのインターンシップ

を経験し、やりたい仕事が見えてきました。大学

院に進み、その後はエンジン関係の企業に就

職するのが目標です。

木村　奥中先輩と同じくエンジン関連の仕事に

就きたいと思っています。これまでは自動車のエ

ンジンをイメージしていたのですが、最近は宇

宙工学やロケットも面

白そうだなと思ってい

ます。以前、海事科学

部のパンフレットを読

んでいたらJAXAに就

職した先輩がいること

が分かり、「頑張れば

JAXAに行けるんだ」と夢を膨らませています。

髙松　商船会社に就職して航海士になること

が目標ですが、最近は海洋探査系の研究にも

惹かれています。

舩木　私も航海士になりたくて海事科学部に

入ったのですが、それにこだわり過ぎないこと

も大事なのかなと思っています。色々な経験を

する中で、もしかしたら今後、他にやりたいこと

が見つかるかもしれません。

―海事科学部には自分の興味や適性を探って

いける環境があります。これから入学する人に

も自分の可能性と将来の選択肢を広げていっ

てほしいですね。
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Round-Table
Talk 就職支援

希望の進路実現に向けて、
きめ細かく指導
　海事科学部では、学生一人ひとりが希望通りの進路を実現できる

よう、正課・課外を通じて、総合的にキャリア形成・就職活動をサポー

ト。全学共通のキャリアセンターだけでなく、学部独自の支援体制も

充実させています。

学生生活支援

学修面から生活面まで、総合的にサポート
　海事科学部では、充実したキャンパスライフを送れるよう、学修面
はもちろん、生活面も含めて多面的にサポート。また、学部独自の奨
学金制度も設けており、意欲ある学生を経済的に支援する体制を整
えています。

■クラス担任教員・海事科学部事務室
　クラス担任教員が、個別にきめ細かく就
職指導します。学部事務室では、求人票の
提供や、各種証明書の発行など、就職活
動をサポートするほか、求人情報 ・会社情
報を自由に閲覧することも可能です。

■基礎ゼミ（2年次ゼミ）
　2年次には、教員1人につき学生２～４人を指導する「基礎ゼミ」を開講。
3年次以降の専門的な研究活動に向けて、学生が早期に研究活動に触れら
れる機会をつくるとともに、教員との距離が近い少人数教育を行っています。

■クラス担任制度
　各学科の2～4人の教員が、クラス担任として4年間一貫して、学生一人ひ
とりをサポート。学科・コース配属や研究室配属のとりまとめ、履修指導、就
職指導など4年間を通してクラス担任がきめ細かく各学生をサポートします。

■総合ゼミ（3年次ゼミ）
　4年生になり研究室に配属される前に、研究室にはどのような教員がいて、
どういった研究に取り組んでいるかを知るために、3年次後期に「総合ゼミ」
を開講。スムーズに本格的な研究に取り組めるよう、きめ細かく指導します。

■海事科学部独自の奨学金制度
　海事科学部では、独立行政法人日本学生支援機構や地方公共団体、神戸
大学独自の奨学金に加え、学部独自の奨学金制度を用意。学修・生活だけで
なく、進学や研究発表など、学生の幅広い活動を経済的にサポートします。

■保護者との情報交換
　教職員が定期的に、保護者で構成される「学生後援会」と、学生の修学状
況や進路状況などについて情報交換を実施。また、「学生後援会」は、学生の
活動を経済的にサポートするなど、より良い学部運営に貢献しています。

■インターンシップ
　学部3年生および大学院博士課程前期課程1年生の夏季休業期間中に、
多くの企業・部署と連携してインターンシップを実施。実際に仕事の現場を
体験し、研究や就職へのモチベーションを高めるなど、キャリア形成に役立
つプログラムです。

■海事科学部・研究科就職ガイダンス
　学部3年生と大学院博士課程前期課程
1年生を主な対象に、学部独自のさまざま
な就職ガイダンスを年数回実施。企業担
当者による講演や自己分析テスト、面接・
筆記試験対策のほか、深江キャンパスで

「合同会社説明会」を開催しています。

■就職実績
　本学部で高度な専門性、幅広い教養お
よび国際性を身に付けた人材は、海事関
連企業だけでなく、産業界のさまざまな分
野で活躍することが可能です。また、学生の
多くは大学院海事科学研究科に進学して
専門性を追求し、高い応用力と開発能力を
身に付けます。このような人材に対し、数多
くの企業から求人が寄せられています。

■企業からのメッセージ
　毎年、深江キャンパスでは「合同会社説明会」を開催。そこに参加した企業
の人事担当者の声を集めました。多くの企業が海事科学部に注目しています。

■主な就職先
（海運）日本郵船／商船三井／川崎汽船／出光タンカー／旭タンカー／NSユナイテッド海運／
ケイラインローローバルクシップマネージメント／田渕海運／三菱鉱石輸送

（エネルギー・材料）三井化学／出光興産／JT（日本たばこ産業）／神戸製鋼所／カネカ
（金融・保険）みずほフィナンシャルグループ／三井住友銀行／三菱東京UFJ銀行／大和証券／
第一生命保険／日本生命保険相互会社／明治安田生命保険

（倉庫・物流）日立物流／JFE物流／山九／三井倉庫ホールディングス／三菱電機ロジスティクス
／日本通運

（造船・輸送機械）三井造船／今治造船／川崎重工業／常石造船／三菱自動車工業／本田技
研工業／トヨタ自動車／スズキ／ダイハツ工業／ヤンマー／ダイハツディーゼル

（一般電気・機械）三菱電機／ダイキン工業／パナソニック／NEC（日本電気）／住友重機械工
業／小松製作所／新日鐵住金／寺崎電気産業

（情報・通信）富士通／NTTデータ／東洋信号通信社／時事通信社／テレビ大阪／朝日放送
（商社・卸・小売）住友商事／三菱商事／丸紅
（官公庁・その他）海技教育機構／国土交通省／海上自衛隊／兵庫県庁／神戸市役所／日本
海事協会

　学生の休業日（夏季休業期間等）を
利用し、企業や官公庁等において就業
体験ができる制度。企業等の実情や仕
事の現場に触れることにより、社会や職
業について理解することができ、自分の
進路についての目標や問題意識が芽
生えます。学部の3年生及び大学院博士
課程前期課程1年生の夏季休業期間中
に実施します。

インターンシップ

OB・OGによる説明会。学生は卒業生と
交流し、有用な情報を得ることができます。

150社以上の企業が参加する就職ガイダ
ンス。単独学部でこのような大規模なガイ
ダンスを行うことは珍しく、社会からの関心・
期待が高いことがわかります。

学生と教員の“距離が近い”指導

学部独自の手厚いサポート体制

■附属図書館海事科学分館
　平日は20時まで、土曜日も開館し、学生の学修をサポート。また、地域に開
かれた図書館として、学外の方にも図書の貸し出しを行っています。

■アメニティスペース
　休み時間などに、学生同士が交流や
コミュニケーションを図れるスペースを
設けています。

学生生活を支える施設が充実

「海事科学部卒業生には、将
来の経営企画を担う幹部候
補として期待しています」
（港湾運送）

「社会人になっても自ら学び続けること
が求められるので、自分で考える力や習
慣を学生時代に身に付けておくことが
大切です」（電子機器）

「管理職として採用するので、マネジメント能力
が必要です。海事科学部で“人”と関わる経験を
たくさん積んでください」（運輸・サービス）

「海外で働くチャンス
が広がっています」
（総合物流）

「海事科学部には礼
儀正しい学生が多い
印象。大学では専門
分野をしっかり学んで
ほしい」（損害保険）

「専門知識と柔軟
性、コミュニケー
ション能力を備え
た方をぜひ採用し
たい」（海運）

「どのような経験でも
『こんなことが学べた』
と糧にできるように、大
学では心も育ててくだ
さい」（機器メーカー）

■学部卒業生の進路
　 （平成29年度実績）

その他
3％

就職
39％

乗船実習科進学
22％

大学院進学
36％

自分の可能性と将来の
選択肢を広げる 4年間を経て

　平成29年度は3・4年次の夏季休業
中にタスマニア大学で2週間、専門教育
の特別プログラムの受講および異文化
交流を実施。派遣者は学業成績と英語
能力を基に選考し、派遣経費は学部が
負担します。

海外派遣研修
　各学科に２～４人の教員が、クラス
担任として４年間一貫して、学生一人ひ
とりをサポート。これは神戸商船大学時
代からの伝統であり、学外からも評価が
高い制度です。

クラス担任制度
　教員１人につき学生２～４人とい
う、少人数制の「基礎ゼミ」を２年次に
開講。学び方やコース選択のアドバイス
など、教員や先輩学生が、きめ細かく指
導してくれます。

基礎ゼミ

　４年次からの研究をスムーズに進め
られるよう、３年次後期から研究室に仮
配属します。研究活動はもとより、就職
や大学院進学についても、先生や先輩
に相談することが可能です。

総合ゼミ


